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◆消防団永平寺中地区消防施設新築工事
　平成20年に消防団再編計画を立てたが、再度住民及び消防団と相談し、再編計画及びそれに基づ
く施設･設備の更新計画の見直しが早急に必要である。

◆ICカード標準システム事業
　このシステムの活用方法として、現在自動交付機があるが、カードの発行件数や利用件数、加入
自治体など当初見込みと全く異なっている。コンビニ交付は、住民の利便性向上に有効な手段であ
り、推進すべきである。

◆社会福祉協議会活動補助金
　社会福祉協議会が自ら事務事業評価を実施して、効果的、効率的な事業運営を求めていく必要が
ある。また、町においてしっかり監査・指導を行い、必要な補助額を今一度精査すべきである。

◆包括的支援事業委託料
　要支援者、要介護者への支援体制や認知症の対応など、包括支援センターの役割が重要となって
くる。住民の情報や先進地の情報を収集し、町の主体的な運営をどうするか、検討する必要があ
る。

◆給食費無償化補助金
　導入時の付帯決議にあったとおり、財政への影響、効果、問題点を検証すべきである。

◆教育コンピュータ整備事業
　機器更新時に、リースがいいか、買い取りがいいか、検討す
べきである。また、機種についても、最新かつ児童教育に適す
るものを検討すべきである。

◆松岡公園整備事業
　安全で安心して公園を利用できるよう安全対策が必要であ
る。また、町民の意見を聞き利用しやすい施設にし、交流人口
を拡大すべきである。

事務事業評価 意見書を提出事務事業評価 意見書事務事業評価 意見書を提出提出提出提出事務事業評価 意見書を提出

A：計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　B：事業の進め方等に改善が必要
C：事業の統合、規定、内容、実施主体の見直しが必要　　D：事業の抜本的な見直し、民営化、休・廃止の検討が必要

　議会では、自ら選出した12事務事業の平成25年度および26
年度上半期における実績を、計数的、執行状況及び成果につい
て審査し、27年度予算に反映させるための事務事業評価を行い
ました。
　評価方法は、３つの項目（妥当性･効率性･有効性）及び総合
評価をA～Dの４段階で評価し、次に次年度の方向性を事業規
模と予算の面で意見します。
　作業としては、行政から提出された事務事業評価シートを審

松岡公園

査し、各議員が「事務事業議会評価シート」を作成しま
す。それらを取りまとめ、「議会評価意見書」として、行
政に提出します。行政から新年度予算案に合わせて、３月
定例会に「議会評価意見書」に対する「予算反映等改善
書」が提出されます。
　主な事業の評価意見は次のとおりです。
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議案第３４号
平成２５年度一般会及び特別会計の決算認定について 認定
議案第３５号
平成２５年度上水道事業会計の決算認定について 認定
議案第45号
平成26年度一般会計補正予算 可決
議案第46号
平成26年度国民健康保険事業特別会計補正予算 可決
議案第47号
平成26年度介護保険特別会計補正予算 可決
議案第48号
平成26年度下水道事業特別会計補正予算 可決 
議案第49号
平成26年度農業集落排水事業特別会計補正予算 可決 
議案第50号
住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第51号
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第52号
手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第53号
旧永平寺口駅舎地域交流館条例の制定 可決
議案第54号
国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第55号
指定管理者の指定 可決
議案第56号
新消防庁舎新築工事の請負契約締結 可決
議案第57号
新消防庁舎新築工事（電気設備工事）の請負契約締結 可決
議案第58号
消防救急デジタル無線・高機能消防指令センター総合整備工事の請負契約締結 可決
発委第２号
議会事務事業評価意見書の提出について 可決
請願第１号
子どもの医療費助成制度の窓口無料化についての請願 採択
発議第２号
子どもの医療費無料化に関する意見書について 可決

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等12件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（○賛成　×反対　－欠席　□退席）※議長（川崎直文）は採決に加わりません

第６回定例議会議案

平成26年 第６回
定例議会報告

平成26年 第６回
定例議会報告

平成26年第６回永平寺町議会定例会は、12月２日（火）～16日（火）
まで15日間開催されました。審議された内容は、次のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　川崎　直文

  上坂 滝波 長谷川 朝井 酒井 江守 小畑 上田 金元 樂間 齋藤 伊藤 奥野 中村 川治 長岡 多田
 議案第34号 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第45号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第50号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第52号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
 議案第56号 ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第57号 ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 発委第２号 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　議案第45号「平成26年度永平寺町一般会計補正予算」から議案第49号「平成26年度永平寺町
農業集落排水事業特別会計補正予算」の５件は12月に同委員会を開催し慎重なる審議を行い、
議案45号は賛成多数、他は賛成全員可決した。審議の主な内容は次の通り。

議案第34号「平成25年度一般会計及び特別会計決算認定」については第５回定例会（Ｈ26年９月議会）に上程され
た付託議案である。10月1日から11月28日まで計８回の委員会を開催し慎重な審議を行った。認定にあたり８項目
の意見として次のようにまとめ、平成27年度当初予算案に反映するよう求め、賛成多数にて可決し認定した。

委員長　上 田　　誠予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

小中学校空調整備（エアコン）工事進む
設置のための受変電設備補正予算可決する

小中学校空調整備（エアコン）工事進む
設置のための受変電設備補正予算可決する

小中学校空調整備（エアコン）工事進む
設置のための受変電設備補正予算可決する

9,137万円
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問　マイナンバー制度導入によるセキュリティや事故の問題について
答　事務の効率化、住民サービスの充実のため、セキュリティの完備や事故防止を図る
問　わが町夢プラン事業の目的や今後の取り扱いについて
答　地域の活性化や魅力を高めるため、地域コミュニティに補助。３年をめどの補助とするが、
　　申請内容はそのつど精査し対応していく
問　農地集積事業の現状と今後の方向性について
答　現状はまだ50％、今後も協力を求めていく
問　小中学校の空調整備に伴う受変電設備の内容、工期について
答　学校ごとに改修、更新の予定。春休みや５月の連休を基本に工事し、来夏に間に合う予定

　防災行政無線整備事業は、住民に安全安心を与える
情報伝達手段として大変大きな役割を果たしている。

想定外の災害や停電時における周知方法の検討や、新しい
技術（防災メール利用の拡大、こしの国テレビとの連動　
など）を視野に入れた構築を図ること。また、緊急時にお
ける緊急車両の通行確保手段も図ること。

 　社会資本整備に関わる（永平寺口整備、松岡公園整
備、ふるさと創造プロジェクト　など）事業において

は、事業目的に対しての費用対効果や、整備後の活用目標
達成度を明確にし施策を講じること。

 　税滞納の状況内容を把握し、早期に納税交渉・徴収
督促に務め、徴収権の消滅時効を防ぐこと。また、不

能欠損処理も含め迅速な滞納整理の方向性を示すこと。

　公共施設の利用目的やあり方を明確にし、今後の再
編計画（各支所、老人福祉センター、公民館など）を

耐震計画も含め具体策を早急に示すこと。

　 国保会計の健全化を図るため、全体・個人の医療給
付費上昇内容や要因の分析を継続して行い、適切な策

を講じること。また、町民の健康増進対策や意識向上の更
なる充実に向け、各関係課と連携し町全体として対応する
こと。

　 急速に進む高齢化社会に向けて、認知症対策を含む
高齢者福祉の充実や地域包括ケアシステム、要支援対

象者の町移管による対応を講じ、今後の地域福祉計画に十
分に反映すること。

　 子育て支援、学校教育の充実した町としての魅力
や、若者の定住支援施策を今後も継続するとともに、

永平寺町のイメージアップにつなげるよう積極的に努める
こと。また、今後の住民参画のまちづくりの礎となる公民
館活動も先進地に学び積極的に対応すること。

　 住民生活のインフラ整備の核となる上下水道事業
は、石綿管の更新計画も含め、今後の全体的な更新整

備計画を示し対応すること。

１

２

３

４

５

６

７

８

平成25年度決算歳出（　　　　　　　 ）意見を附して認定する平成25年度決算歳出（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する平成25年度決算歳出（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計

総額

平成26年度
12月補正予算
総額

9,1379,1379,1379,1379,1379,137 万
円
万
円

89.1億円

議案第34号「平成25年度一般会計及び特別会計決算認定」については第５回定例会（Ｈ26年９月議会）に上程され

（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計一般会計・特別会計一般会計・特別会計一般会計・特別会計
89.1億円（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する89.1億円（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する89.1億円89.1億円89.1億円89.1億円 46.8億円

議案第34号「平成25年度一般会計及び特別会計決算認定」については第５回定例会（Ｈ26年９月議会）に上程され

（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する一般会計・特別会計一般会計・特別会計一般会計・特別会計一般会計・特別会計
46.8億円（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する46.8億円（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する（　　　　　　　 ）意見を附して認定する46.8億円46.8億円46.8億円46.8億円46.8億円
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会
計
）

　
　
　
金
元

　
直
栄

　町
民
へ
の
事
業
も
多
い
こ
と
は
認
め
る
が
、
以
下
の
理
由
で

25
年
度
決
算
に
反
対
す
る
。
①
新
消
防
庁
舎
の
方
向
づ
け
は
、

そ
れ
ま
で
の
論
議
も
決
定
も
全
く
無
視
し
、
多
く
の
関
係
者
の

土
地
利
用
上
も
古
い
開
発
セ
ン
タ
ー
の
利
用
も
問
題
と
す
る
声

に
は
一
切
耳
を
貸
さ
ず
強
行
し
た
こ
と
。
②
上
志
比
の
温
泉
開

場
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
湯
の
方
向
性
も
決
め
ず
。
請
負
業
者
の
倒

産
の
責
任
も
取
ら
ず
。
③
坪
約
七
万
円
で
購
入
の
町
有
地
を
不

法
利
用
者
に
坪
一
万
円
で
売
却
す
る
と
い
う
異
常
。
④
温
泉
運

営
の
指
定
管
理
業
者
は
、
指
定
の
時
か
ら
問
題
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
リ
レ
キ
は
一
切
示
さ
れ
ず
に
指
定
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
違
法
行
為
明
ら
か
と
な
っ
た
。
⑤
職
員
採
用
で

は
専
門
職
の
採
用
と
考
え
る
と
し
て
い
た
が
後
退
。
又
人
事
の

公
平
性
が
確
保
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
等
の
理
由
が
上
げ
ら
れ

る
。

反
対
討
論
（
国
保
）

　会
計
の
財
政
悪
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
国
保
税
は
、
個

人
の
負
担
も
限
界
に
来
て
い
る
。
会
計
の
主
旨
か
ら
も
、
一
般

会
計
か
ら
の
支
援
が
必
要
な
の
に
、
こ
れ
を
行
っ
て
い
な
い
。

反
対
討
論
（
後
期
高
齢
）

　75
才
以
上
の
高
齢
者
を
別
扱
い
と
す
る
と
い
う
の
に
、
さ
ら

に
少
額
の
年
金
の
額
に
よ
っ
て
利
用
負
担
を
増
や
す
な
ど
は
、

さ
ら
な
る
差
別
医
療
と
す
る
も
の
で
、
問
題
だ
。

反
対
討
論
（
介
護
）

　安
心
で
き
る
制
度
と
す
る
た
め
に
、
個
々
人
の
生
活
実
態
に

も
目
を
向
け
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
は
直
営
で
や
り
、

委
託
事
業
か
ら
も
町
民
の
生
活
実
態
を
つ
か
み
、
利
用
し
や
す

い
制
度
と
す
べ
き
だ
が
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野

　
正
司

　委員
長
報
告
は
、
委
員
会
で
疑
問
点
、
問
題
点
が
述
べ
ら

れ
、
理
事
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明
を
受
け
た
う
え
で
ま
と
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
以
上
の
経
過
を
ふ
ま
え
、
25
年
度
決
算
に

つ
い
て
は
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
元

　
直
栄

　反
対
理
由
の
第
一
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
い
う
人
も
い
る
が
、
印
鑑
証
明
や
戸
籍
、
課
税
証
明
な
ど
、

平
成
25
年
度
一
般
会
及
び

　
　
　
　
　
　

 

特
別
会
計
の
決
算
認
定

平
成
25
年
度
一
般
会
及
び

　
　
　
　
　
　

 

特
別
会
計
の
決
算
認
定

議
案
第
34
号

議
案
第
34
号

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
50
号

議
案
第
50
号

議
案
第
52
号

議
案
第
52
号

重
要
証
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
安
全
性
や
事
故
も
含
め
心
配

だ
。
第
二
は
、
交
付
者
の
多
く
が
身
分
の
保
障
も
な
い
ア
ル
バ

イ
ト
と
い
う
の
も
責
任
上
、
問
題
だ
。
第
三
は
住
基
カ
ー
ド
に

よ
る
交
付
機
の
導
入
と
そ
の
経
過
の
総
括
も
な
い
ま
ま
、
簡
単

に
切
り
捨
て
次
に
進
め
て
し
ま
う
こ
と
も
大
問
題
だ
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
畑

　
　
傅

　町
民
に
と
っ
て
、
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
、

ま
た
、
証
明
書
も
現
行
の
３
種
類
か
ら
５
種
類
と
拡
大
さ
れ
る

こ
と
か
ら
議
案
第
50
号
に
賛
成
と
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田

　
　
誠

　住
基
カ
ー
ド
で
の
コ
ン
ビ
ニ
設
置
で
の
受
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
全
て
が
反
対
で
は
な
い
が
、
先
の
自
動
交
付
機
で
の

サ
ー
ビ
ス
が
県
下
で
も
２
市
町
（
永
平
寺
町
・
あ
わ
ら
市
）
の

安
易
な
先
行
の
み
で
広
が
り
を
見
な
い
ま
ま
検
証
も
せ
ず
に
い

る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
事
故
の
課
題
も
残
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
全
国
的
に
も
普
及
も
50
％
以
下
と
聞
い
て
い
る
。
よ
っ
て

こ
の
案
件
に
つ
い
て
は
保
留
と
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
千
惠
子

　証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
開
始
さ
れ
る
と
、
県
外
で
証
明

書
が
必
要
に
な
っ
た
時
で
も
、
最
寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書

の
発
行
が
可
能
と
な
り
大
変
便
利
に
な
る
の
で
、
賛
成
の
立
場

を
と
る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
元

　
直
栄

　庁
舎
等
に
設
置
の
自
動
交
付
機
で
の
証
書
交
付
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
交
付
に
す
る
こ
と
で
２
０
０
円
を
削
る
と
い
う
。
そ
れ
な
ら

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
も
、
庁
舎
入
口
の
交
付
機
を
撤
去
す

る
必
要
は
な
い
。
こ
の
自
動
交
付
機
は
何
だ
っ
た
の
か
。
私
は

引
き
上
げ
に
反
対
だ
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
畑

　
　
傅

　議
案
第
50
号
同
様
、
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

た
こ
と
か
ら
、
従
来
よ
り
も
値
上
が
り
（
窓
口
交
付
の
料
金

に
）
し
て
も
や
む
を
え
な
い
と
考
え
、
議
案
第
52
号
に
賛
成
す

る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
千
惠
子

　利
便
性
が
良
く
な
れ
ば
、
料
金
が
高
く
な
る
の
は
必
然
。
自

動
交
付
機
は
特
別
に
手
数
料
は
か
か
ら
な
い
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
な
れ
ば
、
別
途
手
数
料
が
発
生
す
る
の
で
、
役
場
窓
口
交
付

の
手
数
料
に
コ
ン
ビ
ニ
の
手
数
料
を
付
加
す
べ
き
と
考
え
る
。

手
数
料
徴
収
条
例
の

　
　
　

 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

手
数
料
徴
収
条
例
の

　
　
　

 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
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一般質問

8

上 坂  久 則 議員

問 どのような永平寺町を創るのか

答 財政を念頭に行革
　　　　　　　町民目線の町政

17名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

一般質問一般質問

１２月
定例会
１２月
定例会

問　
次
年
度
の
予
算
編

成
、
根
源
的
な
考
え
方
は
。

町
長　

財
政
規
律
を
念
頭

に
、
行
革
を
進
め
、
町
民
目

線
、
立
場
に
沿
っ
た
町
政
を

行
う
就
任
後
九
か
月
が
経
過

し
た
。
現
場
重
視
と
町
民
が

主
役
と
な
り
う
る
舞
台
づ
く

り
の
町
政
と
し
た
い
。　

問　
医
療
費
の
増
大
は
、

町
、
国
共
に
年
々
増
加
し
て

い
る
。
現
状
の
明
細
と
原
因

は
。

住
民
生
活
課
長　

25
年
度
の

総
額
は
13
億
円
。
４
万
件
強

の
利
用
だ
。
近
年
で
は
最
高

額
で
あ
る
。

　

循
環
器
系
２
億
８
千
万

円
、
が
ん
疾
患
２
億
、
整
形

系
１
億
４
千
万
円
等
。
一
件

当
た
り
平
均
額
は
３
万
３
千

円
だ
が
、
が
ん
関
係
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。

問　
健
康
福
祉
施
設
「
禅
の

里
」
を
活
用
し
、
医
療
費
節

減
策
と
し
て
、
入
浴
費
助
成

（
低
額
化
２
０
０
円
）
を
実

施
す
べ
き
と
思
う
が

福
祉
保
健
課
長　

料
金
改
定

時
期
に
、
高
齢
者
料
金
を
検

討
し
た
い
。

問　
自
治
体
構
成
の
要
で

あ
る
各
種
団
体
と
実
務
者
を

入
れ
た
対
等
の
立
場
に
立
っ

た
協
議
会
を
実
施
す
べ
き
だ

が
。
助
成
金
・
補
助
金
等
の

協
議
に
お
い
て
、
質
・
量
と

も
に
成
果
実
現
に
十
分
か
。

町
長　

団
体
の
現
場
の
意
向

を
把
握
し
、
活
発
で
自
立
し

て
い
け
る
仕
組
み
を
検
討
し

た
い
。

永平寺温泉「禅の里」

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
福
祉
向
上
の
具
体
策
と

は
」

議会・各委員会の議員出欠状況（平成26年９月24日～12月16日）○…出席　×…欠席　△…遅刻・早退　－…員外　傍…傍聴　弔…弔事　研…研修

第１回 定例会 日程第１回 定例会 日程 （予定） ○日程は、都合により変更
　になる場合があります
　ので、ご了承ください。
○会議は傍聴することが
　できます。役場本庁の
　西側の階段を上がって、
　３階議場傍聴席に
　お越しください。

2月 ２４ 日（火） １０時～    ［本会議］

3月 ２ 日（月）  ３ 日（火） ４ 日（水） １０時～ ［一般質問］

3月 ５ 日（木） ６ 日（金） 9 日（月） ９時～ ［予算決算常任委員会］

3月 １３ 日（金） １０時～【予備日】16日（月）  ［本会議］



一般質問一般質問

1011

中村勘太郎議員

問 地域防災力の強化を

答 官民一体で行動できるよう取り組む

問 地域自主防災組織の
　　　　　　強化、指導、育成は

答 地域が自主防災の意識を

齋 藤  則 男 議員

小 畑  　 傅 議員

問

答

継続可能な農業とは

生産者等が需要に応じた生産を

よ
り
、
圃
場
や
用
排
水
路
の

保
全
、
修
理
に
負
担
が
増
大

し
て
い
る
が
、
ど
ん
な
部
分

の
補
助
金
は
機
能
し
て
い
る

の
か
。

農
林
課
長　

日
本
型
直
接
支

払
制
度
の
一
つ
の
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
に
よ
り
、
町

と
協
定
を
結
ん
だ
活
動
組
織

に
対
し
、
農
地
の
面
積
に
応

じ
交
付
金
を
支
払
う
も
の
。

25
年
度
は
26
集
落
４
８
３
㏊

（
53
％
）
今
年
度
は
29
集
落

５
４
５
㏊
（
59
％
）
来
年
度

は
46
集
落
７
７
６
㏊
（
85

％
）
が
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
の
取
り
組
み
を
行
う
。

問　
今
年
か
ら
農
地
の
中
間

管
理
機
構
が
で
き
た
が
、
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。

農
林
課
長　

農
地
の
集
積
、

集
約
化
を
す
す
め
る
目
的
で

問　
平
成
26
年
度
の
収
穫
も

終
了
し
た
中
で
、
本
年
度
か

ら
新
た
に
行
政
に
頼
ら
ず
生

産
調
整
の
配
分
が
出
来
る
環

境
整
備
を
進
め
る
と
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し

た
か
。

農
林
課
長　

国
の
農
林
水
産

業
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン

で
は
、
平
成
30
年
以
降
は
行

政
に
頼
ら
ず
生
産
者
等
が
需

要
に
応
じ
た
生
産
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

本
年
度
は
、
従
来
通
り
生
産

調
整
率
33
・
35
％
で
あ
っ

た
。
27
年
度
は
生
産
数
量
の

配
分
に
は
、
都
道
府
県
別
の

自
主
的
取
り
組
み
数
値
を
併

せ
て
提
示
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

問　
農
業
・
農
地
は
国
民
全

体
が
利
益
を
受
け
る
公
共
財

と
し
て
国
土
保
全
・
水
源
の

涵
養
・
景
観
形
成
等
の
多
面

的
機
能
が
あ
る
。
し
か
し
高

齢
化
や
不
在
地
主
の
増
加
に

問　
町
は
、
地
域
の
自
主

防
災
組
織
と
の
か
か
わ
り
合

い
、
ま
た
自
主
防
災
組
織
連

絡
協
議
会
と
の
連
携
、
そ
の

指
導
的
な
こ
と
等

に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

町
長　

町
と
し

て
、
自
主
防
災
組

織
と
の
連
携
が
非

常
に
大
切
な
の
だ

と
感
じ
る
。
し
っ

か
り
と
地
域
が
自

主
防
災
の
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ

き
、
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
が
活
発
な
活

動
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

な
、
仕
組
み
を
考
え
て
い

る
。

問　
町
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
、
こ
れ
を
基
本
理
念
に

置
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

自
助
、
共
助
、
公
助

こ
れ
が
機
能
的
に
機
動
的
に

動
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。

防災訓練

総
務
課
長　

自
治
会
の
区
長

を
は
じ
め
、
災
害
活
動
で
お

願
い
で
き
る
関
係
者
方
々
へ

の
連
絡
な
ど
反
省
点
が
あ
っ

た
。
今
後
、
し
っ
か
り
と
し

た
連
絡
体
制
を
整
え
た
い
。

町
長　

地
域
の
皆
さ
ん
が
一

緒
に
考
え
、
地
域
の
中
で
防

災
に
取
り
組
め
る
よ
う
努
め

て
い
く
の
が
、
防
災
の
第
一

歩
だ
と
思
い
、
一
生
懸
命
取

り
組
む
。

問　
幅
14
・
４
ｍ
×
36
ｍ

の
シ
ス
テ
ム
工
法
で
の
建
設

で
１
億
５
千
万
円
、
一
般
工

法
で
の
幅
16
ｍ
×
36
ｍ
で
は

１
億
８
千
万
円
と
聞
い
て
い

る
。
内
容
を
よ
く
検
討
し
た

の
か
。

学
校
教
育
課
長　

建
設
費
１

億
５
千
万
円
を
か
け
た
武
道

館
の
考
え
で
進
め
て
い
る
。

問　
合
併
前
か
ら
の
地
域

の
特
産
物
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ

ン
ジ
ン
、
ニ
ン
ニ
ク
に
つ
い

て
、
そ
の
作
付
面
積
は
毎
年

減
少
傾
向
に
あ
る
。
町
で

は
、
作
付
面
積
の
減
少
を
ど

問　
10
月
発
生
の
台
風
19
号

で
、
町
は
大
雨
・
洪
水
・
暴

風
警
報
の
発
令
に
よ
り
「
避

難
準
備
情
報
」
を
出
し
、
町

内
全
10
の
小
中
学
校
を
避
難

所
と
し
て
開
設
し
た
。
こ
の

準
備
情
報
は
町
で
初
め
て
で

あ
り
、
瞬
時
に
避
難
の
判
断

を
す
る
の
は
地
域
住
民
に
は

大
変
だ
。
こ
の
情
報
を
発
令

し
た
理
由
・
経
緯
は
。

町
長　

こ
の
「
避
難
準
備
」

の
指
示
は
、
町
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
て
発
令
し
た

が
、
町
民
の
皆
様
に
混
乱
を

与
え
た
点
を
検
証
し
、今
後

取
り
組
む
。

問　
町
は
「
避
難
情
報
」

の
保
存
版
と
し
て
チ
ラ
シ
を

出
し
た
が
、
区
長
へ
「
大
事

な
資
料
で
す
」
と
口
添
え
す

る
、そ
う
い
う
情
報
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ（
報
告
・
連
絡
・

相
談
）も
一
つ
の
対
策
と
い

え
る
。「
災
害
情
報
」
に
つ

い
て
住
民
一
人
一
人
が
考
え

て
行
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
現
状
を
作
っ
て
ほ
し
い
。 松岡地区の圃場（８月）

農
地
中
間
管
理
機
構
が
設
置

さ
れ
た
。
本
年
の
「
受
け

手
」
は
認
定
農
業
者
４
件
、

法
人
８
件
、
個
人
５
件
の
計

17
件
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。
「
出
し
手
」
は
69
筆
９

万
７
千
㎡
、
18
名
の
申
し
出

が
あ
り
、
借
り
受
け
者
と
し

て
利
用
権
の
設
定
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

松岡中学校
「武道場」を考える

社会体育の
　  機能は果たせる

問

答

町
の
特
産
農
産
物
、

　

 

地
域
振
興
作
物
の
育
成
は

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
特
産
物
の
推
奨
、

　
　
　
　
　

 

育
成
に
取
り
組
む

問答
問　
町
の
リ
ー
ダ
ー
、
町
長

と
し
て
新
年
度
の
予
算
の
編

成
に
向
け
て
の
構
想
は
。

町
長　

し
っ
か
り
と
活
力
あ

る
町
に
す
る
た
め
、
情
熱
を

持
っ
て
、町
民
目
線
で
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
町
民
の

幸
せ
、
ま
た
住
み
よ
い
永
平

寺
町
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。

平
成
27
年
度

　
当
初
予
算
編
成
方
針
は

財
政
健
全
性
の
確
保
を

　

 

着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い

問答

の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
の
か
。

農
林
課
長　

作
付
面
積
は
横

ば
い
、
ま
た
減
少
傾
向
と
い

う
こ
と
で
、
現
状
を
踏
ま
え

て
分
析
し
、
販
路
拡
大
に
向

け
Ｊ
Ａ
と
町
が
連
携
し
て
、

特
産
物
の
推
奨
・
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　
食
の
恵
み
フ
ェ
ア
を
企

画
し
た
目
的
は
。

町
長　

永
平
寺
町
の
食
を
町

内
外
の
人
に
周
知
し
、
大
本

山
、
門
前
街
の
、
誘
客
に
つ

な
げ
た
い
と
い
う
思
い
と
、

門
前
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
気
持
ち
で
開
催
し
た
。

問　
来
場
さ
れ
た
方
々

と
、
出
店
に
参
加
さ
れ
た
業

者
の
数
と
意
見
感
想
は
。

商
工
観
光
課
長　

今
回
、
禅

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
併
せ
て

５
３
０
０
人
の
方
が
来
場

し
、
出
店
者
は
、
29
団
体

で
90
人
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

併
せ
て
の
開
催
の
利
点
や
、

出
店
者
か
ら
は
「
今
回
参
加

し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
評

価
を
い
た
だ
い
た
。
門
前
街

で
は
、
観
光
客
と
の
相
乗
効

果
、
店
や
企
業
の
名
前
や
場

所
を
認
知
し
て
い
た
だ
い
た

点
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。

問　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
年
２

回
以
上
開
催
し
て
は
。

町
長　

こ
の
食
の
恵
み
フ
ェ

ア
は
、
地
元
の
産
業
が
活
発

に
な
っ
て
発
展
す
る
こ
と
に

尽
き
る
。
出
店
さ
れ
た
方
が

商
売
に
つ
な
が
る
、
常
に
進

化
し
て
い
く
フ
ェ
ア
に
し
て

い
き
た
い
。

食
の
恵
み
フ
ェ
ア
開
催
目
的
は

町
の
産
業
と
門
前
街
の
活
性
化
を

問答

食の恵みフェア
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問 来年10月オ－プンの
　　　　「道の駅」今後の工程は

答 指定管理の検討期間延長で
　　　　できるだけ地元による運営を

多 田  憲 治 議員

問 町の名所に外国語の案内板を

答 看板設置など計画的に進めていきたい

江 守 　  勲 議員

長岡千惠子議員

問 松岡公園
　　　獣害対策は万全か

答 速やかに広報・緩衝帯設置も検討

問　
上
志
比
地
区
で
来
年
オ

ー
プ
ン
す
る
「
道
の
駅
」
敷

地
造
成
工
事
が
県
ま
た
、
町

の
工
事
入
札
も
さ
れ
、
休
憩

所
・
ト
イ
レ
は
順
次
来
年
か

ら
発
注
さ
れ
る
と
思
う
が
、

町
発
注
の
地
域
振
興
の
販
売

施
設
計
画
は
今
ど
こ
ま
で
審

議
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
民
特
に
上
志
比
地
区
住
民

は
未
だ
に
方
向
性
が
見
え
な

問　
永
平
寺
町
に
は
数
多

く
の
観
光
名
所
が
あ
る
。
特

に
大
本
山
永
平
寺
は
海
外
か

ら
も
高
い
関
心
を
も
た
れ
て

お
り
、
小
松
空
港
で
は
上
海

便
・
台
湾
便
が
増
便
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
の
外
国
人
観

光
客
数
と
中
国
・
台
湾
か
ら

の
観
光
客
数
は
。

商
工
観
光
課
長　

大
本
山
永

平
寺
へ
は
平
成
22
年
度
は
８

３
７
１
人
、
中
国
・
台
湾
の

方
は
６
２
１
３
人
で
、
平
成

23
年
度
は
４
５
１
３
人
、

中
国
・
台
湾
の
方
は

３
１
７
５
人
で
、
平

成
24
年
度
は
６
６
５

８
人
、
中
国
・
台
湾

の
方
は
４
６
７
４
人

で
、
平
成
25
年
度
８

７
７
２
人
で
、
中

国
・
台
湾
の
方
は
６

５
６
６
人
と
な
っ
て

い
る
。

町
長　

先
月
、
嶺
北

４
町
の
町
長
と
台
湾

に
行
き
、
台
湾
の
観
光
庁
と

外
務
省
の
方
の
話
を
聞
い

た
。円
安
で
日
本
政
府
も
※

イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
は
、

永
平
寺
町
に
と
っ
て
も
チ
ャ

ン
ス
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
の
準
備
を
し
て
い
き

た
い
。

問　
今
後
、
外
国
人
観
光
客

の
方
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

な
か
で
、
町
と
し
て
の
取
り

組
み
や
整
備
計
画
は
。

町
長　

外
国
語
の
看
板
設
置

や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環

境
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い

き
た
い
。

い
た
め
、
地
域
の
野
菜
・
食

品
加
工
販
売
に
し
て
も
町
の

ブ
ラ
ン
ド
発
信
、
地
域
活
性

化
を
目
指
す
目
的
が
、
招
か

ざ
る
客
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な

意
見
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
は
何
に
協
力
、
何

を
支
援
し
た
ら
よ
い
の
か
対

岸
の
火
事
と
感
じ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
以
前
よ
り

道
の
駅
検
討
委
員
会
を
設
け

審
議
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
来
年
10
月
オ
ー
プ
ン
ま

で
ど
の
よ
う
な
工
程
か
。

　

町
が
発
注
す
る
地
域
振
興

販
売
施
設
の
建
築
設
計
費
い

つ
計
上
す
る
の
か
。

建
設
課
長　

県
が
整
備
す
る

ト
イ
レ
・
休
憩
所
・
情
報
発

ポケットパークの英語案内板

問　
公
園
は
老
若
男
女
が
集

ま
る
所
な
の
で
、
安
全
性
が

一
番
の
要
件
に
な
る
。
松
岡

公
園
は
都
市
公
園
と
は
い
う

も
の
の
、
山
に
あ
る
。
獣
害

対
策
が
必
要
で
は
。

建
設
課
長　

熊
な
ど
が
出
没

し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
公

園
利
用
者
に
伝
達
し
、
注
意

喚
起
を
広
報
す
る
。
山
林
所

有
者
の
理
解
を
得
て
、
緩
衝

帯
を
設
け
る
こ
と
も
維
持
管

理
の
中
で
検
討
。

問　
え
ち
鉄
旧
永
平
寺
口
駅

舎
の
活
用
は
。

企
画
財
政
課
長　

地
域
住
民

の
皆
様
の
交
流
と
情
報
発
信

を
目
的
と
し
た
整
備
を
し
、

地
元
の
方
や
町
民
の
方
か
ら

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
活

用
し
て
い
き
た
い
。

問　
２
０
１
８
年
に
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ

る
が
、駅
ホ
ー
ム
を
バ
リ
ア
フ

問　
「
ふ
る
さ
と
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」の
概
要
は
。

企
画
財
政
課
長　

福
井
県
が

推
進
し
て
い
る
事
業
で
本
町

は
「
禅
と
食
と
酒
の
魅
力
味

わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
平
成
26
年
か
ら
28
年
ま

で
の
３
カ
年
継
続
事
業
。
松

岡
織
物
会
館
を
再
建
し
て
拠

点
施
設
と
す
る
。
基
本
的
に

現
在
の
建
物
、
意
匠
を
踏
襲

し
た
も
の
で
、
大
き
さ
も
ほ

ぼ
同
じ
と
考
え
て
い
る
。

問　
松
岡
織
物
会
館
を
再

建
す
る
の
な
ら
ば
、松
岡
公

民
館
が
老
朽
化
し
て
い
る
の

で
、公
民
館
と
し
て
の
機
能

を
付
加
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

福
井
県
の

補
助
事
業
で
目
的
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
公
民
館
と
は
区

別
す
る
必
要
が
あ
る
。
町
民

の
交
流
の
場
と
し
て
、
生
涯

学
習
の
場
と
し
て
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
。
公
民
館
的
と

は
言
え
な
い
が
、
利
用
は
十

分
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

リ
ー
化
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
の
、
え
ち
鉄
の
利

用
等
を
一
度
し
っ
か
り
と
把

握
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
本
町
の
子
育
て
支
援
の

具
体
的
な
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

保
育
料

の
低
額
設
定
・
す
み
ず
み
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
・
保
育

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
・
毎

月
第
３
日
曜
は
子
育
て
応
援

の
日
を
設
定
な
ど
。

問　
第
３
子
の
保
育
料
は
無

料
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

第
３
子

以
降
の
３
歳
未
満
児
は
無

料
。
３
歳
以
上
の
第
３
子

は
、
第
１
子
・
第
２
子
が
通

園
し
て
い
る
場
合
は
無
料
。

整備工事中の松岡公園

注
※
【
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
】

外
国
人
旅
行
者
を
自
国
に
誘
致

す
る
こ
と
。

えち鉄駅舎と
　 周辺整備計画は
便利な駅舎造りを
 しっかり勉強したい

問

答

子育て
 支援の
　内容は
県内で
 トップの
　　水準

問

答

道の駅の外観イメージ

信
施
設
と
の
一
体
性
を
持
た

せ
る
設
計
と
し
、
建
築
工
事

費
に
つ
い
て
は
来
年
度
の
予

算
計
上
に
向
け
て
詳
細
を
積

み
上
げ
て
い
る
。

問　
「
道
の
駅
」
は
指
定
管

理
者
に
経
営
を
任
す
の
か
。

建
設
課
長　

町
が
建
設
す
る

地
域
振
興
施
設
と
県
が
整
備

す
る
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
施
設

を
含
め
全
体
を
指
定
管
理
者

に
維
持
管
理
を
任
せ
る
方
向

で
進
め
て
い
る
。

問　
指
定
管
理
者
に
任
す
な

ら
ば
要
綱
を
作
成
し
指
定
管

理
者
を
募
り
審
査
す
る
期
間

も
必
要
ま
た
、
時
期
野
菜
・

食
品
加
工
販
売
計
画
も
見
据

え
来
年
10
月
地
域
性
を
生
か

し
た
道
の
駅
を
オ
ー
プ
ン
出

来
る
の
か
。

建
設
課
長　

現
在
、
指
定
管

理
者
募
集
要
項
の
素
案
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
。
検
討
委

員
会
で
は
、
で
き
る
だ
け
地

元
の
方
々
が
主
体
と
な
っ
た

運
営
を
と
意
見
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
指
定
管
理
者
を
募

集
す
る
期
間
も
通
常
よ
り
長

く
持
つ
こ
と
も
今
後
必
要
と

考
え
、
応
募
し
や
す
い
形
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

旧
織
物
会
館

　
公
民
館
と
し
て
の
利
用
は

交
流
の
場・生
涯
学
習
の
場
と
し
て
利
用

問答

解体される松岡織物会館
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問「福井しあわせ元気国体」に備えて

答 国体の成功をめざし官民一体で取組む

川 治  孝 行 議員

問 吉峰寺キャンプ場改修、整備を

答 方向性を決めて整備

朝井征一郞議員

問 永平寺口旧駅舎に観光物産協会を

答 商工会整理統合、平成29年度向け

長谷川治人議員

し
て
拠
点
を
構
え
る
事
は
大

変
意
味
の
あ
る
こ
と
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
本
山

永
平
寺
へ
の
交
通
上
の
玄
関

口
で
も
あ
り
、
国
指
定
の
登

録
有
形
文
化
財
で
も
あ
る
永

平
寺
口
駅
舎
内
の
一
部
を
観

光
物
産
協
会
の
事
務
所
と
し

て
使
用
し
、
地
域
が
誇
る
素

材
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る

と
考
え
る
が
。

町
長　

現
状
で
は
、
商
工
会

か
ら
も
観
光
物
産
協
会
の
考

え
も
聞
か
さ
れ
て
い
な
い
。

商
工
会
か
ら
話
が
出
て
き
た

ら
し
っ
か
り
状
況
を
話
す
。

問　
永
平
寺
町
民
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、
運
動
を
習
慣

化
す
る
目
標
値
が
あ
る
の
か

否
か
。

生
涯
学
習
課
参
事　

現
在
、

運
動
を
習
慣
化
す
る
目
標
値

は
設
定
し
て
い
な
い
。
今

後
、
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関

心
を
持
ち
、
運
動
す
る
こ
と

が
習
慣
づ
け
ら
れ
る
方
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

問　
福
井
国
体
に
備
え

て
、
全
庁
職
員
が
一
体
と
な

り
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

が
、
現
在
の
取
組
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
参
事　

現
在
、

副
町
長
、
教
育
長
及
び
全
課

長
組
織
の
町
内
推
進
連
絡
会

議
ま
た
、
参
事
・
課
長
補
佐

級
で
構
成
す
る
幹
事
会
を
設

置
し
、
国
体
準
備
に
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

問　
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
及
び
観
光
客
の
来
町
を
想

定
し
、
こ
れ
ら
に
備
え
て
、

関
係
各
課
に
お
け
る
観
光
、

環
境
整
備
、
環
境
保
全
に
対

す
る
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

企
画
財
政
課
長　

禅
と
食
と

酒
の
魅
力
味
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
が
完
成
し
、
国
体

で
は
、
観
光
誘
客
施
設
拠
点

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

を
整
え
、
試
合
速
報
や
試
合

結
果
を
収
集
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

建
設
課
長　

国
体
開
催
地
の

周
辺
及
び
ア
ク
セ
ス
道
路
の

舗
装
状
況
、
道
路
照
明
等
の

道
路
構
造
物
の
整
備
を
考
え

て
い
る
。

農
林
課
長　

永
平
寺
町
を
Ｐ

Ｒ
で
き
る
新
商
品
の
開
発
、

伝
承
料
理
、
地
元
特
産
品
等

の
商
品
の
販
売
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

商
工
観
光
課
長　

大
本
山
永

平
寺
を
は
じ
め
、
町
内
の
産

問　
永
平
寺
町
商
工
会

は
、
永
平
寺
町
の
観
光
事
業

推
進
の
一
翼
を
担
う
重
要
な

組
織
。
観
光
物
産
協
会
に
つ

い
て
も
、
今
後
新
た
な
移
転

先
と
し
て
永
平
寺
口
駅
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。
観
光
地
と

し
て
の
魅
力
を
県
内
外
に
発

信
す
る
重
要
な
拠
点
と
し

て
、
ま
た
観
光
に
来
ら
れ
た

方
々
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
、
「
観
光
地
永
平

寺
町
」
の
魅
力
に
触
れ
て
い

た
だ
く
た
め
の
「
窓
口
」
と

し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に

も
、
人
々
が
流
れ
る
観
光
地

へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
面
に
接

に
改
修
、
補
修
整
備

を
。

商
工
観
光
課
長　

整

備
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
今
後
の
方
向
性

を
探
る
べ
く
検
討
を

重
ね
て
い
る
。
地
域

の
活
性
化
や
青
少
年

の
健
全
育
成
、
地
域

の
皆
様
の
ご
協
力
な

ど
も
含
め
、
総
合
的

に
判
断
し
た
い
。

町
長　

観
光
に
も
、
ま
た
青

問　
再
度
、
脱
衣
場
、
ロ

ッ
カ
ー
の
改
修
は
い
つ
さ
れ

る
の
か
。
収
支
決
算
書
に
お

い
て
は
、
利
益
が
出
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
利
益
金

で
改
修
し
、
利
用
者
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
施

設
に
し
て
ほ
し
い
。
利
用
料

金
つ
い
て
は
、
公
平
な
料
金

の
見
直
し
を
お
願
い
す
る
。

福
祉
保
健
課
長　

脱
衣
場
が

狭
い
と
い
う
声
は
聞
い
て
い

る
。
健
康
教
室
は
、
実
際
に

月
に
一
、
二
回
ぐ
ら
い
利
用

し
て
い
る
が
、
あ
の
施
設
は

休
憩
所
も
狭
い
こ
と
か
ら
、

週
末
の
利
用
者
が
多
く
な
っ

た
と
き
に
、
臨
時
休
憩
所
に

使
用
し
て
い
る
。
昨
年
度
の

中
間
決
算
で
は
、
今
、
改
修

す
る
程
の
利
益
は
出
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
利

用
料
金
の
見
直
し
も
さ
せ
て

い
け
な
い
時
期
が
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
施
設
の
改
修
と
い
っ

た
も
の
に
つ
い
て
も
、
検
討

す
る
。

問　
苦
情
が
出
て
利
用
者
が

減
る
と
収
支
決
算
が
赤
字
に

な
っ
て
し
ま
う
。
来
年
に
は

隣
に
道
の
駅
が
で
き
る
。
少

し
で
も
早
く
改
修
し
、
満
足

で
き
る
よ
う
な
施
設
に
し
て

ほ
し
い
。

問　
地
域
資
源
を
活
用
し

て
、
地
域
の
住
民
と
の
交
流

を
図
り
活
性
化
の
た
め
に
も

改
修
し
、
補
修
整
備
を
行
う

べ
き
。
青
少
年
の
健
全
育
成

の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

　

祖
跡
コ
ー
ス
（
永
平
寺
か

ら
吉
峰
寺
）
の
整
備
な
ど
、

自
然
豊
か
な
山
々
を
満
喫
し

観
光
地
が
有
り
、
吉
峰
寺
、

越
前
竹
原
白
龍
弁
財
天
、

赤
井
家
の
馬
上
門
、
荒
川
興

行
寺
な
ど
観
光
ル
ー
ト
を
活

用
し
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
早
急

少
年
の
育
成
に
も
、
そ
う
い

っ
た
ふ
う
に
つ
な
が
る
よ
う

な
施
設
に
な
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
い
る
。
委
員
会
に
お
い

て
、
お
話
い
た
だ
き
方
向
性

を
決
め
た
中
で
整
備
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

昨年の国体の様子

物
を
総
合
的
に
紹
介
し
て
い

き
た
い
。

問　
国
体
の
成
功
は
、
官
民

一
体
の
活
動
が
必
要
で
あ
る

が
、
町
民
は
ど
の
よ
う
な
活

動
や
支
援
が
で
き
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
参
事　

町
民
運

動
に
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

と
し
て
、
国
体
推
奨
花
の
プ

ラ
ン
タ
ー
栽
培
や
、
応
援
の

ぼ
り
旗
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
が
あ
る
。
ま
た
国
体
開

催
中
は
、
受
付
案
内
係
、
休

憩
所
係
、
駐
車
場
係
、
美
化

清
掃
係
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
あ
る
。

問　
永
平
寺
町
内
の
各
ス
ポ

ー
ツ
団
体
へ
の
活
動
が
国
体

に
向
け
て
参
加
で
き
る
構
想

と
施
策
は
。

生
涯
学
習
課
参
事　

国
体
選

手
を
輩
出
で
き
る
よ
う
競
技

力
の
向
上
と
育
成
に
努
め
た

い
。
ま
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
は
国
体
開
催
へ
の
機
運

を
高
め
る
啓
発
活
動
を
展
開

し
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
、

国
体
へ
の
参
加
と
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
地
方
創
生
に
向
け
た
道

の
駅
」

問　
今
年
も
日
本
列
島
各
全

国
で
自
然
災
害
に
よ
り
多
く

の
尊
い
生
命
・
財
産
が
失
わ

旧永平寺口駅舎

れ
た
。
常
日
頃
の
防
災
訓
練

や
装
備
面
を
怠
っ
て
は
い
け

な
い
。
そ
こ
で
、
本
町
の
公

共
施
設
に
上
水
道
貯
水
槽
施

設
が
あ
る
。
当
然
、
集
落
の

高
台
に
あ
り
、
そ
の
貯
水
槽

が
決
壊
し
な
い
か
、
少
な
く

と
も
人
為
的
な
ミ
ス
で
の
被

害
が
起
こ
ら
な
い
、
起
こ
さ

な
い
よ
う
事
前
に
適
切
な
点

検
・
管
理
を
願
う
。

上
下
水
道
課
長　

松
岡
地
区

６
ヵ
所
、
永
平
寺
地
区
５
ヵ

所
、
上
志
比
地
区
２
ヵ
所
あ

上
水
道
貯
水
槽
施
設

　
　
　
　
　
　
大
丈
夫
か

管
理
面
は
行
政
の
義
務

　
　
　
　
　
　
し
っ
か
り
対
応

問答
る
。
点
検
は
年
に
２
回
程
度

周
辺
の
草
刈
や
掃
除
を
や緑の村上水道貯水槽

り
、
そ
の
時
に
屋
上
等
も
目

視
で
確
認
。
構
造
は
Ｐ
Ｃ
タ

ン
ク
で
あ
り
耐
震
性
に
す
ぐ

れ
て
い
る
が
、
管
理
面
に
つ

い
て
行
政
と
し
て
当
然
の
義

務
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
す

る
。【

そ
の
他
の
質
問
】

「
避
難
時
の
マ
ニュア
ル
化
を
」

「
選
挙
投
票
所
の
見
直
し
」

吉峰寺キャンプ場バーベキュー広場

永
平
寺
温
泉
禅
の
里
の
整
備
を

利
用
料
金・施
設
改
修
を
検
討

問答
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問

答

食の恵みフェア今後の課題は

出店事業所の商売につながるように

奥 野  正 司 議員

問

答

就業先確保、地域おこし協力隊誘致

地域おこし協力隊は精査、検討

り
、
鮎
の
塩
焼
き
等
や
農
家

の
人
た
ち
手
作
り
の
惣
菜
等

も
人
気
を
博
し
て
い
た
。
特

に
葉
っ
ぱ
寿
し
が
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
か
ら
引
き
合
い
が
あ

る
と
聞
い
て
お
り
、
フ
ェ
ア

の
あ
と
の
百
貨
店
の
物
産
展

へ
も
出
店
し
て
い
る
。

問　
こ
の
フ
ェ
ア
で
そ
の
よ

う
な
新
商
品
や
ヒ
ッ
ト
商
品

を
発
表
し
て
永
平
寺
町
の
ブ

ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
育
て
て

い
く
の
も
こ
の
フ
ェ
ア
の
大

切
な
役
割
と
思
う
が
。

町
長　

今
回
次
に
向
け
て
課

題
も
あ
っ
た
が
、
や
は
り
出

店
さ
れ
る
事
業
所
の
皆
様
が

自
分
の
商
売
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
け
る
フ
ェ
ア
に
と
思
っ

て
い
る
。

に
向
け
て
県
内
で
も
上
位
の

手
厚
い
も
の
で
あ
り
結
構
だ

と
思
う
。
加
え
て
高
齢
者
に

も
目
を
向
け
て
健
康
で
長
生

き
で
き
る
永
平
寺
町
を
目
指

し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

健
康
長
寿

を
目
指
し
て
い
く
つ
か
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

「
食
」
に
つ
い
て
は
食
生
活

改
善
推
進
員
、
「
健
康
づ
く

食の恵みフェア

問　
10
月
に
開
催
さ
れ
た
食

の
恵
み
フ
ェ
ア
、
町
の
商
工

会
や
Ｊ
Ａ
、
観
光
物
産
協
会

等
の
協
力
が
無
か
っ
た
よ
う

に
思
え
る
が
。

町
長　

準
備
の
時
間
も
非
常

に
短
く
、
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会

を
中
心
に
進
め
て
し
ま
い
、

今
回
一
番
の
反
省
材
料
だ
と

思
っ
て
い
る
。

問　
フ
ェ
ア
の
中
で
、
特

に
こ
の
商
品
は
人
気
が
あ
っ

た
、
今
も
売
れ
て
い
る
と
い

う
商
品
の
把
握
は
。

商
工
観
光
課
長　

29
ブ
ー
ス

が
出
店
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
完
売
と
な
っ
た
。
今
回

サ
ク
ラ
マ
ス
を
使
っ
た
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
や
丼
物
が
初
め
て

出
さ
れ
た
が
大
好
評
と
な

問　
企
業
誘
致
数
、
新
規
雇

用
者
数
は
。

企
画
財
政
課
長　

合
併
後
の

誘
致
実
績
は
４
社
、
内
企
業

立
地
促
進
条
例
対
象
２
社
。

雇
用
促
進
助
成
対
象
者
８

名
。
現
在
企
業
立
地
促
進
条

例
の
認
定
申
請
提
出
先
が
２

社
。

問　
県
の
企
業
立
地
ガ
イ

ド
に
は
県
下
８
市
２
町
の
11

産
業
用
地
紹
介
、
本
町
は
無

い
。
町
総
合
振
興
計
画
に
は

「
新
た
な
産
業
拠
点
形
成
、

企
業
誘
致
を
進
め
…
」
と
あ

る
。

企
画
財
政
課
長　

具
体
的
取

り
組
み
は
ま
だ
。
北
イ
ン
タ

ー
周
辺
は
福
井
市
と
協
力
し

て
取
り
組
も
う
と
い
う
話

に
。

問　
永
平
寺
ブ
ラ
ン
ド
創

出
取
組･･･

ブ
ラ
ン
ド
開
拓

や
新
分
野
・
取
引
先
開
拓
支

援
、
人
材
発
掘
斡
旋
を
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
専
門
職
を

知
る
永
平
寺
町
関
係
者
も
い

る
、
活
用
を
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
田
舎
で
働
き
隊
、

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
隊

員
に
応
募
し
た
都
会
の
若

者
が
一
定
期
間
経
過
後
、
赴

任
先
自
治
体
で
自
分
の
居
場

所
・
仕
事
を
見
つ
け
て
定
住

す
る
例
が
40
～
50
％
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
を
検
討

す
べ
き
。

企
画
財
政
課
長　

町
の
情
報

や
魅
力
を
大
都
市
圏
居
住
経

験
者
の
視
点
・
価
値
観
で
収

集
し
、
大
都
市
圏
の
人
が
関

心
を
持
つ
情
報
や
、
情
報
の

見
せ
方
、
効
果
的
な
情
報
発

信
を
永
平
寺
町
民
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
制

度
活
用
を
検
討
し
た
い
。

問　
佐
賀
県
は
県
外
の
企
業

で
５
年
以
上
の
勤
務
経
験
者

を
対
象
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
採

用
枠
を
設
け
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
、す
で
に
70
人
を

採
用
し
て
い
る
。

町
長　

新
し
い
価
値
観
を
持

っ
た
、
外
か
ら
見
て
永
平
寺

町
を
生
か
し
て
い
た
だ
け
る

方
と
一
緒
に
働
く
と
言
う
事

は
、
こ
の
ま
ち
を
変
え
る
起

爆
剤
に
な
る
か
と
思
う
。
精

査
検
討
し
た
い
。

農
林
課
長　

田
舎
で
働
き
隊

問　
本
町
の
総
合
振
興
計

画
は
、
平
成
29
年
度
で
終
わ

る
が
、
地
方
自
治
法
が
改
正

さ
れ
策
定
の
義
務
化
が
撤
廃

さ
れ
た
。
各
自
治
体
が
判
断

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
行
政
組
織
ス
リ
ム
化
計

画
と
進
捗
は
」
「
本
町
の

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
と

は
」
「
大
谷
川
に
水
位
観

測
用
ゲ
ー
ジ
を
」

問　
住
み
た
く
な
る
町
を
目

指
し
て
町
の
施
策
は
若
年
層

り
」
に
つ
い
て
は
健
康
づ
く

り
推
進
員
、
各
地
区
に
あ
っ

て
は
サ
ロ
ン
活
動
に
福
祉
委

員
、
民
生
委
員
が
中
心
に
な

っ
て
活
動
を
進
め
て
い
る
。

健
康
長
寿
等
に
つ
い
て
は
食

で
あ
り
介
護
予
防
で
あ
り
認

知
症
の
予
防
で
あ
る
。
今

後
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
福
井
大
学
医
学
部
や
大

学
病
院
の
応
援
を
求
め
て
い

っ
て
は
。

町
長　

永
平
寺
町
は
大
学
と

包
括
的
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
こ
の
協
定
を
生
か
し
て

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

は
坂
井
市
、
緑

の
ふ
る
さ
と
協

力
隊
は
竹
田
地

区
、
大
野
市
和

泉
地
区
で
受
入

中
。
他
市
町
の

例
や
制
度
、
受

入
体
制
含
め
検

討
す
る
。

問　
本
町
に
は
結
婚
適
齢
期

を
過
ぎ
た
男
性
・
女
性
が
多

い
よ
う
だ
。
昔
は
仲
人
が
多

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
、

町
と
し
て
結
婚
仲
人
の
育
成

を
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

町
内
に
は

婦
人
福
祉
協
議
会
と
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
あ
り
、

毎
月
第
２
、
第
３
、
第
４
の

土
曜
日
に
町
立
図
書
館
で
結

婚
相
談
会
を
開
催
し
て
い

る
。
こ
の
方
々
は
７
名
で
県

主
催
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
会

人
口
減
少
問
題

　
　

 

大
学
と
病
院
の
協
力
を

包
括
的
協
定
を
生
か
し
た
い

問答

問　
町
内
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
区

分
し
平
常
時
の
地
区
の
活
動

（
自
主
防
災
組
織
）
か
ら
地

域
で
の
活
動
に
広
げ
、
災
害

時
に
は
迅
速
な
活
動
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
組
織
だ
と

員
約
１
５
０
名
）
を
使
い
仲

人
的
な
こ
と
を
し
て
い
る
。

昨
今
個
人
情
報
保
護
に
よ
り

身
上
書
の
扱
い
等
が
問
題
と

な
り
、
町
と
し
て
は
安
心
な

結
婚
相
談
員
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

思
っ
て
い
る
。
現
在
の
状
況

は
。

消
防
長　

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
温

度
差
が
生
じ
て
お
り
、
総
務

課
生
活
安
全
室
と
消
防
が
連

携
を
と
り
地
域
振
興
会
や
各

組
織
等
に
幾
度
と
な
く
働
き

か
け
て
い
る
の
が
現
状
。
今

後
は
長
期
間
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
委
嘱
状
を
交
付
し
、
報

酬
等
の
案
も
検
討
し
、
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

し
任
意
の
策
定
と
な
っ
て
い

る
。
新
た
な
振
興
計
画
の
策

定
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

自
治
体
経

営
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
、
人
口
減
少
対
策
、
防
災

対
策
、
公
共
施
設
老
朽
化
対

策
、
行
政
改
革
、
住
民
と
行

政
の
協
働
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
自
治
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
必
要
で
あ
り
、
第
２
次
総

合
振
興
計
画
の
策
定
は
、
第

３
次
中
期
財
政
計
画
と
整
合

男
女
の
縁
結
び
仲
人
の
育
成
は

個
人
情
報
も
あ
り
婦
人
福
祉
協
議
会
に

問答
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
を
強
力
に

防
災
知
識
の
高
い
方
に
要
請
中

問答

性
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

町
長　

社
会
情
勢
が
変
化
し

て
お
り
、
地
方
創
生
と
か
農

業
の
政
策
の
転
換
、
町
の
賑

わ
い
を
取
り
も
ど
す
た
め
ど

こ
を
開
発
し
た
ら
よ
い
か

等
、
町
民
に
は
分
か
り
や
す

く
、
例
え
ば
漫
画
と
か
絵
を

多
く
使
っ
て
計
画
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
時
代
の
流
れ

も
非
常
に
早
く
見
直
す
時
に

は
５
年
な
り
、
随
時
見
直
し

て
い
く
。

問 次期永平寺町の
総合振興計画は

答 アンケート等
住民参画手法で計画

伊 藤  博 夫 議員

田舎で働き隊



一般質問一般質問
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問 政府は地方創生といっているが

答

酒 井  　 要 議員

ワーキンググループで協議中

問 子どもを
　　　ネット依存から守れ

答 新年度に向けて対応を図る

上  田   誠 議員

問 福祉関係委託事業の
実施内容を町はつかんでいるのか

答 意識を持ってとりくむ

金 元  直 栄 議員

問　
地
方
か
ら
元
気
を
出
し

て
い
く
た
め
の
政
府
の
施
策

面
を
考
え
る
と
の
事
で
、
地

方
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う

た
め
の
手
助
け
だ
と
思
う
。

本
町
の
気
持
ち
が
知
り
た

い
。

町
長　

国
で
は
二
、
三
兆

円
規
模
で
生
活
者
支
援
、

生
産
者
支
援
、
ま
ち
、
ひ

と
、
し
ご
と
支
援
と
生
活
活

性
化
、
災
害
危
機
へ
の
対
応

と
い
っ
た
幾
つ
か
の
政
策
概

要
が
示
さ
れ
て
い
る
。
生
活

者
支
援
・
生
産
者
支
援
に
つ

い
て
は
、
あ
る
程
度
の
情
報

が
出
て
き
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
商
品
券
の
販
売
価
格

よ
り
額
面
が
上
回
る
プ
レ
ミ

ア
ム
つ
き
商
品
券
の
発
行
、

低
所
得
世
帯
や
社
会
福
祉
施

設
の
ガ
ソ
リ
ン
購
入
、
寒
冷

地
の
低
所
得
者
の
灯
油
購
入

な
ど
へ
助
成
、
多
子
世
帯
の

家
計
負
担
の
軽
減
な
ど
想
定

し
て
い
る
。
町
と
し
て
ど
う

い
っ
た
形
で
観
光
で
あ
っ
た

り
産
業
で
あ
っ
た
り
、
生
活

支
援
で
あ
っ
た
り
、
ど
う
い

う
こ
と
が
提
案
で
き
る
か
、

今
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
で

協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　
子
ど
も
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利

用
に
よ
る
犯
罪
や
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
に
よ
る
病

気
や
生
活
破
壊
の
広
が
り
な

ど
。
子
ど
も
を
育
て
る
社
会

全
体
の
観
点
か
ら
早
急
の
対

応
が
必
要
。

教
育
長　

２
年
程
前
よ
り
取

り
組
ん
で
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

協
力
で
内
容
を
把
握
し
、
周

問　
町
内
の
公
共
施
設
の
見

直
し
と
報
告
が
あ
っ
た
。
利

用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
と
し

て
上
志
比
地
区
に
旧
小
学
校

体
育
館
が
あ
る
が
、
現
在
中

に
入
れ
な
い
状
態
に
あ
る
。

ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
の
行
事
の

時
に
一
時
期
は
体
育
館
を
利

用
し
た
が
、
現
在
は
利
用
で

き
な
い
。
室
内
体
育
館
と
し

て
改
装
は
で
き
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

旧
上
志
比
小
学

校
は
校
舎
も
残
っ
て
い
る
が

上
志
比
地
区
の
中
心
的
な
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
利
用
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の

施
設
一
つ
を
目
的
と
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
地
区
や

町
全
体
に
お
け
る
公
共
施
設

の
配
置
、
ま
た
、
改
修
等
に

か
か
る
費
用
の
長
期
間
財
政

計
画
も
踏
ま
え
て
、
方
向
性

を
し
っ
か
り
見
き
わ
め
て
い

き
た
い
。

問　
現
在
の
制
度
は
戦
後
日

本
の
反
省
か
ら
①
「
政
治
的

中
立
性
の
確
保
」②「
方
針
の

継
続
性
、安
定
性
の
確
保
」③

「
地
域
の
人
た
ち
の
参
加
で

住
民
の
意
向
を
反
映
す
る
」

の
大
原
則
の
基
に
設
置
さ
れ

た
。変
更
は
首
長
が
任
命
す
る

「
教
育
長
」の
一
本
化
。首
長

が
招
集
す
る
統
合
「
教
育
会

議
」。首
長
が
策
定
す
る「
大

問　
地
域
づ
く
り
の
基
本

は
住
む
人
が
安
全
、
安
心
、

尊
重
さ
れ
た
よ
り
よ
い
生
活

を
地
域
で
見
出
す
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
人
づ
く
り

仲
間
づ
く
り
、
自
治
意
識
の

醸
成
の
た
め
の
課
題
探
し
、

そ
の
解
決
に
向
け
た
動
き
、

そ
し
て
活
動
の
場
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）
の
設
定
が
必
要
。

町
長　

町
民
が
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
と
は
自
ら
の
視
点
で

課
題
を
検
討
し
解
決
に
取
り

組
み
、
そ
し
て
自
発
的
に
参

加
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進

め
て
い
く
。

問　
公
民
館
活
動
の
あ
る
べ

き
姿
を
明
確
に
し
、
主
事
の

役
割
、
仕
事
の
目
標
設
定
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
、

館
長
と
連
携
し
て
対
応
す
べ

き
。

教
育
長　

人
間
関
係
づ
く
り

が
社
会
教
育
づ
く
り
。
担
当

主
事
、
館
長
を
中
心
に
み
ん

な
で
つ
く
り
あ
げ
る
形
に
す

る
。

問　
町
は
高
齢
者
福
祉
事
業

の
多
く
を
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
民
間
事
業
所
に
施

設
運
営
を
含
め
事
業
実
施
を

委
託
し
て
い
る
が
、
事
業
目

的
に
そ
っ
て
き
ち
ん
と
実
施

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

こ
れ
ら
個
々
の
事
業
の
中
か

ら
高
齢
者
の
生
活
実
態
や
介

護
者
の
状
況
も
含
め
、
町
は

つ
か
ん
で
い
る
の
か
。

　

特
に
社
協
へ
は
、福
祉
、介

護
も
含
め
多
く
の
事
業
を
委

託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、定

期
的
に
事
業
実
施
の
協
議
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

本
町
で

は
在
宅
福
祉
や
各
種
の
検

診
等
、
多
く
の
事
業
を
委

託
し
て
い
る
。
介
護
用
品
等

に
し
て
も
、
支
給
快
定
は
町

で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
程
度
高
齢
者
の
実
態
も

つ
か
ん
で
い
る
。
た
だ
、
委

託
事
業
の
中
か
ら
要
介
護
者

や
介
護
者
の
実
態
が
見
え
て

い
る
か
と
い
う
と
、
意
識
し

て
つ
か
ん
で
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
社
協
と
の
定
期
協
議

は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。
今

後
、
介
護
の
実
態
を
つ
か
む

旧上志比公民館体育館部

綱
」が
主
で
あ
る
。首
長
が
教

育
行
政
に
大
き
く
関
与
す
る

こ
と
に
な
る
。大
原
則
か
ら

は
課
題
が
あ
る
。

教
育
課
長　

改
正
に
よ
る
課

題
を
検
討
し
て
、
政
治
的
中

立
性
、
継
続
性
、
安
定
性
を

確
保
し
つ
つ
行
政
責
任
の
明

確
化
、
迅
速
な
危
険
管
理
体

制
の
構
築
、
首
長
と
の
連
携

を
図
る
。

問　
上
志
比
に
温
泉
が
開
業

以
後
、元
の
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
湯
、老

人
セ
ン
タ
ー
は
利
用
が
一
日
５

～
６
人
と
な
っ
て
い
る
。一
方
、

飯
島
に
あ
る
永
寿
苑
の
利
用

も
さ
ほ
ど
で
な
い
こ
と
か
ら
、

バ
ス
を
通
わ
せ
て
上
志
比
の

人
々
の
老
人
セ
ン
タ
ー
と
し

て
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

問　
国
の
法
改
定
で
、
教
育

と
い
う
こ
と
に
も
踏
み
込

み
、
行
う
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。

福
祉
保
健
課
長　

確
か
に
利

用
者
は
減
っ
て
い
る
。永
寿
苑

に
つ
い
て
は
公
共
施
設
の
再
編

の
中
で
、あ
り
方
の
検
討
中
で

あ
る
。上
志
比
の
人
の
利
用
に

つ
い
て
は
、施
設
が
移
る
と
い
う

こ
と
に
対
す
る
利
用
者
の
気

持
ち
の
問
題
も
あ
り
、検
討
を

し
て
い
く
。

教
育
委
員
会
を
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か

委
員
の
意
見
は
尊
重
さ
れ
る

問答

委
員
会
は
首
長
の
権
限
が
強

め
ら
れ
大
き
く
変
わ
る
が
、

教
委
が
直
接
住
民
の
要
求
を

聞
く
こ
と
や
、
審
議
内
容
の

公
開
は
ど
う
し
て
い
く
の

か
。

教
育
長　

新
し
い
制
度
で
は

首
長
が
教
育
長
を
任
命
し
、

教
育
委
員
長
は
な
く
な
る
。

教
委
は
政
治
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
委
員
の
意
見
を
尊

重
し
教
育
行
政
が
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
町
の
教
育
方

針
や
大
綱
も
あ
わ
せ
公
開

し
、
意
見
を
聞
き
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

知
を
図
っ
て
い
る
。

問　
病
的
な
ネ
ッ
ト
依
存

は
約
52
万
人
、
や
ら
な
い
と

気
が
済
ま
な
い
は
３
０
０
万

人
、
使
用
の
ル
ー
ル
を
決
め

て
い
な
い
が
半
数
の
50
％
に

も
達
し
て
い
る
。
新
年
度
に

向
け
町
と
し
て
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
協
同
し
て
指
針
を
示
し

対
応
す
べ
き
。

教
育
長　

新
年
度
に
向
け
て

行
政
主
導
で
な
く
学
校
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
連
携
し
て
対
応
を
図

る
。

公
共
施
設
の
見
直
し
協
議
は

行
政
改
革
の
中
で

　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
い
る

問答

永
寿
苑
を
、上
志
比・永
平
寺
の

　
　
老
人
セ
ン
タ
ー
に
し
て
は

公
共
施
設
の
再
編
の
中
で
検
討
中

問答

地
域
を
変
え
る
力
は
公
民
館
活
動

充
実
に
向
け
担
当
主
事
を
配
置

問答

変わる教育委員会
課題はないのか

首町と委員会が
　  連携して対応

問

答



21 20

一般質問

21

　本
委
員
会
は
、
12
月
12
日
に
開
催

し
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
付
託
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
。

議
案
第
50
号

　永
平
寺
町
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決

　自
動
交
付
機
及
び
今
後
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
よ
る
証
明
書
を
現
行
の
３
種
類

か
ら
５
種
類
に
拡
充
す
る
も
の
。

議
案
第
52
号

　永
平
寺
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決

　自
動
交
付
機
を
利
用
し
た
場
合
の
料

金
を
、
役
場
窓
口
交
付
の
料
金
に
統
一

す
る
も
の
。

議
案
第
54
号

　永
平
寺
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決

　産
科
医
療
保
障
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
、
減
額
さ
れ
た
分
を
出
産
育
児
一
時

金
に
加
算
し
て
支
給
す
る
も
の
で
、
総

額
は
42
万
円
を
維
持
す
る
。

議
案
第
55
号

　指
定
管
理
者
の
指
定

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決

　永
平
寺
老
人
セ
ン
タ
ー
永
寿
苑
・
松

岡
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
永
平
寺

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
上
志
比
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

を
永
平
寺
町
社
会
福
祉
会
に
指
定
す

る
。

請
願
第
１
号

　子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
窓
口

無
料
化
に
つ
い
て
請
願

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

採
択

住
基
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
拡
大

旧
永
平
寺
口
駅
舎

　
　
　
　
　
　
地
域
交
流
館
条
例
制
定
成
る

　本
委
員
会
は
12
月
12
日
に
全
委
員
出

席
の
も
と
開
催
し
、
総
務
関
係
の
今
議

会
に
提
案
さ
れ
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ

い
て
慎
重
に
審
議
し
た
。

　
議
案
第
53
号

　旧
永
平
寺
口
駅
舎
地
域
交
流
館
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　本
案
の
条
例
制
定
は
、
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
永
平
寺
口

駅
舎
を
保
存
・
活
用
し
、
地
域
住
民
の

交
流
と
情
報
発
信
を
目
的
と
し
て
、
名

称
を
「
旧
永
平
寺
口
駅
舎
地
域
交
流

館
」
と
称
し
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
及
び
地

域
交
流
ス
ペ
ー
ス
・
談
話
室
の
施
設
を

構
成
し
、
地
域
の
方
々
が
設
置
目
的
の

範
囲
内
で
自
由
に
活
用
す
る
施
設
内
容

で
あ
る
。

《
主
な
意
見
》

①
名
称
に
つ
い
て
は
、
平
成
14
年
に
東

　古
市
地
区
で
駅
舎
名
称
を
協
議
さ
れ
、

　満
場
一
致
で「
旧
永
平
寺
口
駅
舎
」の

　名
称
で
議
決
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　地
区
の
意
見
を
尊
重
し
た
。

②
施
設
利
用
の
地
域
住
民
の
範
囲
に
つ

　い
て
は
、
永
平
寺
町
全
町
民
や
そ
の

　他
団
体
の
活
用
施
設
と
し
た
い
。

③
当
施
設
に
掲
げ
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
に

　は
、
継
電
連
動
盤
な
ど
鉄
道
に
関
す

　る
備
品
や
、
地
域
活
動
の
写
真
パ
ネ

　ル
及
び
地
域
の
方
々
の
作
品
を
展
示
。

　ま
た
、地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

　テ
レ
ビ
画
像
に
て
大
本
山
永
平
寺
や

　門
前
街
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　

…
…
…
…
…

採
決
の
結
果
、
委
員
会

　
　
　
　
　
　全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

常 任 委 員 会 報 告
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　産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　朝
井
征
一
郎

　今
回
は
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
お
い

て
は
、
付
帯
議
案
は
無
し
、
そ
の
他
の
中
で

行
政
と
の
協
議
事
項

１
「
道
の
駅
」
の
施
設
整
備
お
よ
び
運
営
に

　つ
い
て

・
特
色
あ
る
、
魅
力
あ

　る
施
設
を

・
目
玉
と
な
る
商
品
開

　発
で
誘
客
を
図
る

・
指
定
管
理
者
の
募
集

　を
早
期
に
し
、
十
分

　な
運
営
協
議
を
行
う

・
募
集
要
項
（
案
）
の

　提
示
を
産
業
建
設
常

　任
委
員
会
に
、
そ
の
後
全
員
協
議
会
へ

２

　観
光
に
つ
い
て

・
永
平
寺
口
に
自
転
車
の
設
置
を

・
祖
跡
コ
ー
ス
（
永
平
寺
〜
吉
峰
寺
）
の
整

　備
を

３

　地
区
要
望
回
答
に
つ
い
て

・
文
書
に
よ
る
回
答
で
は
な
く
、
支
所
で
の

　区
に
へ
の
説
明
対
応
を

４

　団
体
補
助
に
つ
い
て

・
団
体
か
ら
の
補
助
提
案
書
で
、
来
年
度
の

　予
算
編
成
を

道
の
駅
の

　
　
　
管
理
の
あ
り
方温泉横 道の駅建設予定地

旧永平寺口駅舎地域交流館

本庁自動交付機

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　委
員
長

　中
村
勘
太
郎

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　滝
波
登
喜
男

問

答 立ち止まることは出来ない

滝波登喜男議員

ミニ観光施設事業は大丈夫か

問　
ミ
ニ
観
光
施
設
と
し
て

は
、松
岡
地
区
で
の
「
ふ
る

さ
と
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業（
旧
織
物
会
館
の
建
て
替

え
）」「
松
岡
公
園
整
備
」
永

平
寺
地
区
で
の「
永
平
寺
口

駅
周
辺
事
業（
レ
ン
ガ
館
・
旧

駅
舎
保
存
）」上
志
比
地
区
の

「
禅
の
里
温
泉
横
の
道
の
駅

整
備
」で
あ
り
、10
億
円
を
越

え
る
事
業
で
あ
る
。こ
の
こ

と
で
、後
年
に
起
債
償
還
や

指
定
管
理
料
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
な
ど
が
か
か
っ
て
く
る
。厳

し
い
財
政
状
態
の
中
、計
画

ど
お
り
事
業
を
進
め
て
も
よ

い
の
か
。立
ち
止
ま
っ
て
考
え

問　
公
民
館
を
拠
点
と
し
た

文
化
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

地
域
と
か
か
わ
り
人
が
育
っ

て
い
く
こ
と
が
、
公
民
館
活

動
だ
と
思
う
。
そ
こ
が
基
礎

と
な
り
、
町
民
が
町
づ
く
り

に
参
画
す
る
の
だ
と
思
う
。

是
非
と
も
公
民
館
活
動
の
活

性
化
を
。

教
育
長　

公
民
館
を
一
つ
の

核
と
し
て
、
全
体
的
な
町
民

参
加
が
得
ら
れ
て
い
く
と
思

う
。
公
民
館
活
動
に
力
を
注

ぐ
。

問　
長
野
県
松
本
市
「
学
校

給
食
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー

児
童
対
策
」
の
視
察
研
修
に

行
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
保
護

者
と
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー

が
何
度
も
協
議
し
、
そ
の
対

応
策
が
合
意
で
き
次
第
、
教

育
委
員
会
が
決
定
す
る
し
く

み
を
作
っ
て
い
る
。
本
町
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

平
成
25
年

に
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
っ

て
い
る
。
事
前
調
査
、
保
護

者
と
の
面
談
、
関
係
職
員
に

よ
る
対
応
協
議
の
上
、
保
護

者
と
学
校
が
協
議
、
合
意
し

て
決
定
し
て
い
る
。
現
在
、

37
名
が
い
て
、
除
去
食
や
弁

当
持
参
な
ど
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

ふるさと創造プロジェクト

直
す
こ
と
も
必
要
だ
。

町
長　

立
ち
止
ま
る
こ
と
は

な
か
な
か
厳
し
い
。
た
だ
、

も
う
進
ん
で
い
る
以
上
は
成

功
さ
せ
な
け
れ
ば
。
目
的
に

合
っ
た
施
設
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
思
い
で
行

っ
て
い
る
。

学
校
給
食
の

　
　

 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は

保
護
者
と
学
校
が
合
意

問答
公
民
館
活
動
を
通
し
た

 

人
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
を

公
民
館
を
核
と
し
て

問答



2223

《その他の意見交換》
　　行政は各地区からの要望に対し、丁寧な回答

をしてもらいたい。

議会　議会からの指摘により、各地区からの要望
に回答するようになった。

行政　今年度から８月下旬と12月上旬の２回行う
こととした。今後も、地区要望に対しての回
答をしていく。

　　学校給食費無償化事業はいつまで続くのか。
議会　議会も町民の意見を集約できるよう求めて

いる。

行政　学校給食検討協議会を立ち上げ、町民の意
見を聞き、方向性を検討していきたい。

　　子育て支援策として３人以上の子どもがいる
家庭には町独自で、もっと手厚い支援をして
ほしい　（松原団地）

議会　本町は３人目から保育料は無料となってい
る。

行政　「子育てにやさしいまち」として合併前か
ら様々な子育て支援策を実施している。特に
３人以上の子どもを持つ家庭に対しては、第
３子以降３歳未満児の保育料はすべて無料
（同時期に３人が園に在籍していれば３歳以
上児でも第３子以降は無料）となっている。
また、経済的負担が大きくなる第３子以降の
３歳未満児に対し、「すくすく保育」など各
種事業を無料で行っている。

　　地区の公園遊具の点検修繕で、町負担と区負
担があるのは不公平では。

議会　従来より、地区の神社敷地等にある遊具
は、区で維持管理が行われており、社会福祉
協議会の助成対象で、遊具の新設や修繕等の
維持管理も対象となる。

行政　町が条例に基づき管理している公園や宅地
造成で作られた公園は、町が維持管理を行っ
ている。

町内12会場で開催し、
３日間で延べ155人
の方が会場に足を運んで
くださいました。

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

※紙面の都合上、掲載できなかった
　質疑内容・回答はホームページほか、
　役場本庁・永平寺支所・上志比支所で
　２月上旬よりご覧いただけます。
　ご了承ください。

平成26年10月23日24日25日 実施

《地域の防災強化を考えよう》
　　台風19号で町から出された避難準備情報の広

報内容が理解しにくい。具体的に何をすべき
か平素より町民への周知を図るべき。

議会　広報した情報の内容が町民に周知徹底でき
るように、行政に強く提案していく。

　　町防災訓練と地区の防災訓練と、地区からの
参加者が分散し、中途半端な感じだった。消
防署の人も来ていただいて指導を仰ぎなが
ら、地区別訓練を充実した方が意義あるので
はないかと思う。

議会　年ごとに松岡、永平寺、上志比と順番に総合
訓練を実施している。自主防災組織連絡協議
会(防災ブロック単位で８協議会)としてまと
まって活動することで、単独の自主防災組織
（地区単位で90組織）では難しい研修会や合
同訓練などの活動ができ、また、他の自主防
災組織との情報交換ができる。地区別訓練、
総合訓練、共に充実させることが必要。町の総
合訓練日以外にも、地区自主防災組織にて防災
訓練を実施したほうが良い。兼定島では二十数
年来地区で防災訓練・消火訓練をやっていて今
では女性だけでも消火栓からの放水は出来る位
になっている。やはり、地区の防災・防火技術
のレベル向上が肝心。

《人口減少の克服を目指して》
　　奥越地区から永平寺町への転入者が多いかど

うかなど、またＩターン・Uターンの分析をす
べきでは。

議会　分析することによる対応策の検討が必要と
して議会としても行政へ求めている。

行政　●10月より永平寺町人口減少対策検討委員
会を設置し、様々な方面からの分析（転入・
転出先の分析等）・検討をする。
●平成24年度より、若者定住促進支援事業
で、転入の世帯数は、33世帯・108人。
●福井県にて県外に就職した本県出身若者を
主対象に「福井県出身者のライフコース選択
に関する意識形成と行動調査」を実施してい
る。
●福井に戻らなかった要因については、各市
町にも調査結果の提供があるので、そのデー
タも活用し人口減少対策の施策を検討してい
く。

　　仕事に関しての支援、Uターン者への助成や
帰ってきやすい環境づくりは。

行政　町のホームページで、定住促進ポータルサ
イトを設置しており、定住情報として、住ま
い・助成制度等の情報を提供している。ま
た、各ハローワークにもリンクしており、仕
事探しに関しても情報提供できる環境となっ
ている。
また、「永平寺町企業立地促進条例」を制定し、
企業誘致にも努めている。

　　昨年、定住促進支援制度にのり新築し助成の
申請をしたが､下水道加入負担金の助成は受け

られなかった。対象になるならないの規定を
はっきり表示すべきではないか。（定住促進
の施策として）勝山、東京でも固定資産税減
免等さまざまな助成をしている。空き家の入
居者斡旋、利活用も含め、もっと真剣な議論
の基に積極的な対応を進めないと人口減はま
すます進行するのではないか。

議会　行政に強く申し添える。どのようなときに
対象になるかならないかはっきり明示すべ
き。（若者定住促進支援制度において）親族
の居住地と同一敷地内においても対応の検
討、固定資産税の軽減の提言を行っている。
空き家の再利用については、空き家情報バン
クへの登録、情報公開等で対応している。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

（行政からは後日回答を得ました）
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　当委員会は、11月12～13日、長野県喬木村・高森町・
松本市で視察研修した。
　喬木村は、16の公民館分館に主事（非常勤務）の配置と
活動費を交付し、体育部、社会部、女性部、が活発に活動
している。また、5月29日をチャレンジデーとし、村民が
この日に15分間体を動かした数を競うもので、なんと村民
の72.4％（4,896人）も参加していた。

　高森町では、「町民一人一
人にできること」、「仲間や
地区にできること」、「役場
や議会は何をしなくてはいけないか」など、「まちづくり基本条
例」を１年９ヶ月間かけ、町民と協議し制定した過程があり、それ
について研修した。
　松本市は、平成12年度から学校給食で食物アレルギー対応食提供
事業を実施している。その先駆的で、充実した、きめ細やかな対応
について学んだ。
　視察後に感じたことは、どのまちも首長の強い意志と根気強い職
員がいて、成し得たものだということ。そして、我が町も住民のた
めの政策を住民と協働で創ることが大切だと学んだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育民生常任委員会

11月12日（水）～13日（木）地域づくりと公民館活動地域づくりと公民館活動

川場村
人口　3,898人　面積 85.29km（山林83％）
（農業、こんにゃく、酪農、果実、りんご、ぷどう等）
　今回の研修は小さい村。一般的な道の駅は、休憩所、案内
所、トイレの基本施設に農産物直売所と食堂がある形で構成さ
れるケースが多いのだが、ここは広大な敷地内でいろんな建物
があり、散策コース、買い物、体験コーナー、温泉宿泊設備な
どもあり、自然豊かな環境の中の道の駅である。
　事業計画となった国の制度事業、若者定住促進緊急プロジェ
クト、山間地域農村活性化総合整備事業、農業構造改善事業などの補助事業で、国・県費が
30％、地方債64％、村の一般的財源６％で、村の過疎対策として事業がなされた。

　川場村では、農業を中心とした地場産業をおこし、田園
や自然環境に相応した地域住宅づくり、村の核づくりなど
に重点をおきながら成熟した村づくりを進めている。こう
した一連の中で若者を中心とした就業機会を増やし、定
住、Uターンなどを推進し、地場産品の開発・PRを進め、
利用者との飲食や買い回り品、その他ニーズに応えるとと
もに、村内消費の拡大をはかる。
　行政と住民と一丸となって取り組んでいた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　産業建設常任委員会

川場村道の駅（田園プラザ川場）川場村道の駅（田園プラザ川場）

田園プラザかわば

松本東部給食センター

11月25日（火）～26日（水）

和歌山県那智勝浦町消防本部
　平成23年に発生した台風災害時の職員及び自主防災組織
（地区）の連絡体制と情報収集については、防災行政無線及び
役場屋外子局無線・トランシーバー等が大変有効であった。
　また、災害機器の運用面で特に、機器の燃料の確保及び現場
への搬入も通信体制の強化で全体的にスムーズに対応できた。

和歌山県那智勝浦町役場総務課
　総合防災訓練は行っていないが、地区別での住民が中心と
なった総合訓練を行っており、地域の結束及び防災に対する確
かな自信につながっているとのことで、大変に参考になった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務常任委員会

土
石
流
発
生
現
場

災害時の情報・連絡体制の状況災害時の情報・連絡体制の状況

町総合防災訓練内容町総合防災訓練内容
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１月30日（金）
町長招集あいさつ

文字告知放送
一般質問（1日目①）
上坂久則議員　小畑傅議員
齋藤則男議員
文字告知放送
一般質問（1日目②）
中村勘太郎議員
多田憲治議員
文字告知放送
一般質問（1日目③）
江守勲議員
長岡千惠子議員
文字告知放送
一般質問（1日目④）
川治孝行議員
長谷川治人議員
文字告知放送
一般質問（2日目①）
朝井征一郎議員　樂間薫議員
奥野正司議員
文字告知放送

00

47
00

46
00

57
00

28
00

28
00

55

１月31日（土）
一般質問（2日目②）
伊藤博夫議員　酒井要議員
上田誠議員
文字告知放送
一般質問（2日目③）
金元直栄議員
滝波登喜男議員
文字告知放送
予算決算常任委員会

文字告知放送
本会議

文字告知放送
町長招集あいさつ

文字告知放送
一般質問（1日目①）
上坂久則議員　小畑傅議員
齋藤則男議員
文字告知放送
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02
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19
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22
00

35
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47
00

46

２月１日（日）
一般質問（1日目②）
中村勘太郎議員
多田憲治議員
文字告知放送
一般質問（1日目③）
江守勲議員
長岡千惠子議員
文字告知放送
一般質問（1日目④）
川治孝行議員
長谷川治人議員
文字告知放送
一般質問（2日目①）
朝井征一郎議員　樂間薫議員
奥野正司議員
文字告知放送
一般質問（2日目②）
伊藤博夫議員　酒井要議員
上田誠議員
文字告知放送
一般質問（2日目③）
金元直栄議員
滝波登喜男議員
文字告知放送

00

57
00

28
00

28
00

55
00

02
00

19

２月２日（月）
予算決算常任委員会

文字告知放送
本会議

文字告知放送
町長招集あいさつ

文字告知放送
一般質問（1日目①）
上坂久則議員　小畑傅議員
齋藤則男議員
文字告知放送
一般質問（1日目②）
中村勘太郎議員
多田憲治議員
文字告知放送
一般質問（1日目③）
江守勲議員
長岡千惠子議員
文字告知放送

00

22
00

35
00

47
00

46
00

57
00

28

２月３日（火）
一般質問（1日目④）
川治孝行議員
長谷川治人議員
文字告知放送
一般質問（2日目①）
朝井征一郎議員　樂間薫議員
奥野正司議員
文字告知放送
一般質問（2日目②）
伊藤博夫議員　酒井要議員
上田誠議員
文字告知放送
一般質問（2日目③）
金元直栄議員
滝波登喜男議員
文字告知放送
予算決算常任委員会

文字告知放送
本会議

文字告知放送
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行政チャンネル週間番組表 放送期間
２０１5年１月30日（金）～２月３日（火）

地デジ
12ch
地デジ
12ch

平成26年１１月平成26年１１月

11月13日（木）～14日（金）
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記
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上志比子ども吟舞クラブ上志比子ども吟舞クラブ
　今回、取材をお願いしたのは「上志比
子ども吟舞クラブ」です。部員は小学１
年生から中学１年生で、男子２名、女子
８名の計10名が在籍。毎週金曜日の午
後７時から、上志比サンサンホールで約
２時間ほどの練習をしています。
　子ども達を指導しているのは、真舞流
吟舞道会師範の南部敬子さん。南部先生
は、四十代から吟舞を始め、４年前に定
年退職されたのを機に、子ども吟舞を創
部し子ども達の指導にあたっています。
　吟舞とは、詩吟に合わせて踊り、刀や
扇を使って詩吟の世界を表現する舞のこ
とで、刀を使う「剣舞」と扇だけを使う「詩
舞」に分かれます。例えば剣舞の場合、相手
が向ってくるのを受ける感じで、それを想定
しながら舞っているそうです。
　南部先生に吟舞の難しい点をたずねると、
「体勢を低くするのが大変。腰を入れ、上半
身を動かさずに下半身だけで体重移動したり
するのがけっこう難しいです。」と教えてく
ださいました。

　取材当日、練習前に胴衣と袴に着替え、脇
差しを差し真剣な面持ちで練習に臨む子ども
達。一旦、練習が始まると、南部先生からの
熱の込もった指導が入り、子ども達もきびき
びとした動作で先生の指導に応えていまし
た。
　その甲斐もあり昨年度は、幼年の部で１名
が北陸大会で優勝し、全国大会でも優勝!!　
今年度は、幼年の部・少年の部で、１名ずつ
が北陸大会で優勝し、全国大会に出場。少年
の部で準優勝されました。
　日頃の厳しい練習に耐え、見事な成績を修
めている子ども達。その練習風景を見ていた
私は、吟舞という日本の伝統文化の素晴らし
さ、そして継承していく大切さを教えられま
した。今後も上志比子ども吟舞クラブの子ど
も達の活躍を期待します。
　　　　　　　　　　　　　　（樂間　記）

全国大会 ２年連続出場!全国大会 ２年連続出場!


